
現用防火服の耐熱性試験につ いて
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l はじめに

近年縫製の発展に伴い建物の尚略化大規模化が

進み火災の節織 や消防活動の;，り方が郷m情遣

のJa革ととも に大き な膨暢を受げている。

火山現場において，消防隊員は予測のできない

放射熱や接炎による危険な状況下にある。 したが

って。現在使用されている防火股が放射熱や後炎

によって どのよっに損傷するかを担鍾してt 安

全管理上の資料を得るために実験を行ったa

2 目的

現在.消紡隊員が宥mしている防火股は芳告書厳

ポリアミド餓維を釜布としてアルミニウム粉末入 」
のゴムをコ ティング したものを生地として使用

している。

この防火服が高温雰図気内で 然や火炎を受け

た場合のnl傷巳ついて斌駐を実施した.

3 詰 料

飲料は.芳香族ポ ')アミド 100%(糸使い経

町・総町)の基布にアルミニウム粉末入りプムを

コ テイングしたもので。次の二種煩である.

山新しい生地

121 耐候性罰験後(以下 rウエザ メ ター」と

いうJ により 白的263時間(的 l年の経年変化

に相当)暴露した生地

4 内 容

-第一研究室 *事金'[桝院署

川 加組織炎担軸

猷監片を鴎】に示すように試料支持枠にセッ

トして。下方より放射似 (0.32cal/cm' sec)で加

熱を行".途中からバーナ 炎を綾炎し時聞の

綬過に伴い試験片の霊化の状況をみる.
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国 l 加然後炎譲置

121後炎誼験

国 2に示す装置を使用 して下方より 1000'C以

上のバーナー炎 (2.0日l/misec)を接炎し，時

間の経過に伴い試験片の変化状況をみる.
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5 結果

表1に示す時間と温度の聞係になると 猷験片生

地の漢面に気泡・置邑場事の変化が現わ礼次のよう

な結果に'.った.

川新しい生地試科出 1 (叡射"の閉射町問 1分.

傍炎時間30秒).奴料陶 7(歓射然の照射時間 5

分30紗，後炎時間130秒)の場合.n!l射併の照射

時間が短かいときは.生地のお面全体に~，泡念、

現bれ 拠出iMi備の一部分が貧かっ色にif<色す

る.そして.その審有会変色している錦分の生

砲表面気泡が多〈現われている.
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一 骨量炎のみー・

気泡が破裂 しているところからは，事布が縄

無し，変色している.

放射需要の照射時聞が畏いとき¥j 生地表面の

ゴム用慣がは く厳し。 ゴム置がスポンジ状になっ

ている.また，裏面基布は茶かっ色に宜色し.

基布全体に広がっている.

(21 依射然の回射問問を 3分及びs分。篠炎時間

u宅hこ的15秒の場合，法射然を 5分照射したも

のは。生地表面のゴムJIがは〈継し.ゴム庖t

a歯基布ゐ貧色〈宜色をしている.

とζろが 放射熱の照射時聞が短かい省合".

生地表面ゴム贈のは 011状態"極〈 少ないーa‘



裏面

写実 1 担料地 1

写真2 目制..7

面基布の変色も穫んど見られない.

(31 ウエザーメーターを的263時聞かげた場合。試

料出 3 (紋射"の鍋射時間10分，機炎時間15

秒)，I式料No.(蚊射燃の照射時間5分.接炎時

(56 ) 

写薦3 I式料..8

写.4 鼠軒..13

間15秒}のように.政針!!Iの照射時間をs分.

10分と比般的毘〈し.健炎時聞を15紗と短かい

喝舎は1 生地表面のゴムが膨張しはれ上がり.

細かい凹白状にひび割れが現われる.



写真5 担料""3

写真6 誼斜地4

E式斜陶 3 は生地表面に織かい~砲が現われ.

興面!I;布は興色〈変色している.また白問料拘 4

".ゴム膚が偶然し 裏d古車拘iIょうすPIく変色

して"る.

(.)肱射黙を閉射しないで惚炎f!'"の喝合

ア 後炎温度をl帥0・C以上にし 接炎時聞が10

1 5iも

以上に会った吻合

{η ウヱザーメーターをかけた生地(陶19.

尚20守尚21.ぬ30)!;t，生地表面のゴムm
.'凹凸状に生つては〈躍L スポンジのよ

うな状態hニなり ， 神力性~ 必 uて~"~ .膨

張している.

写真7 担料地20

写真8 1>1料"'29



{イ}新しい生地 {陶15.1*129 ぬ31)I.:t 生

地表面に気泡が密集して現われる.裏面か

らゴム臓の黒焦している検況が~布告遺し

て見える.

イ 複炎渇度をlOOO'C以 kにし.按炎時間が¥0

妙未満の喝合

問 ウエザーメーターをかりた生地 (Na25.

No.28) 1:.生地袋薗ゴム層は部分的tこ微小

.薗
写真9 鼠料地25

6 考 事

決磁の結巣から総t.的に，次のように考察でき

る.

111 厳しい生地とウエザーメーターをかけた生地

~比依すると. 新しい生地の方が生地表面に気

泡がで曾やすく.ウエザーメータ をかけた生

地11.気泡ができずに表面に細かいひび割れの

状態が凹白状に現われる.

121 新しい生地 ・ウエザーメーター舎か付た生地

とbに，加黙・ 後炎を行な うとゴム廟が黒かっ

色に宜色ずる k閣時に。生地表面がはれ上がヲ

た状麹に膨張する圃

(31 生地表面に気閉がさ主じた り.膨鎖してはれ上

がった状懸等の宜化が現われる掲合...高温雰

囲気内で受然や高温度の接炎を受防たことであ

(日 }

のひびわれが生じIII自慢している.

(付 額しい生地{ぬ16.地Ii.陥18.ぬ22.

ぬ23.池24.出26.陥21)1:.生地表面jこ

lil泡が鮮明に現われる.接炎時閣のl害時に

より虫泡のでき方 でoるiIが拠令る.そ

して，ゴム閣と!I;布との貼リ合せ部分の昆

布面は茶かっ色に藍色しているが.灘間!Ii

布まで変色lま見られ信也、

写真10 試料地24

り.非常に危俊令状睡である.

(41 火源の大きさ，火源との距雌1 防火照の性能

及び受撚時間等が複線に相関し，損傷するため

に 概に安全距離などを表わすことはできなL、

7 おわり に

低い受然温度.固かい受黙碕聞であれば.鱗に

対する彫'10少ないが.反菌ー受微温度が著し 〈高

〈なれば受熱時聞が短か〈てもアルミニウム!l)宋

は然伝場準が高<.ゴム"残留 ・書偽効果が高い

ために.時間岬経過にともない事然活極度がよ界し，

皮膚まで到遣することにより燃傷へとおいやる劫

合がある.

そこで.防火廠の働会然伝喝事の低い防黙往線

維又は然伝導撃の低い空気帽を活用するニ とによ

り。断然効果を高めるように工夫するなどー越市



にコーテ 4ングを施してー体化するのでは信〈

それぞれを独立させ二昭 三層に分。空気扇をで

きる限り多〈作り対黙効果の良いものにする.

今後 防火般に対する録舗として句消防隊員の

消防活動概要の内容を充分に考慮したうえで.(1)

防火限生地の策"の検討 (2)梢防隊員の活動性.

行動概要を考慮した鯵状性能を考える.(3)災事

内容に過した防火願の対応ができるようにする等.

防火搬に使織される生地の繁材の畏短F析を考L

より安全性が櫨保で>.よ り後艇の良い防火般の

改良を目指し進めてゆきたい.

(59 ) 
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